




  原著を原則とし，和文，英文のいずれでもよい． 
 
２．用紙 
  和文原稿の場合はA4判用紙を使用し，縦置きとする． 
  英文原稿の場合は，A4判または国際版（216×280mm）の用紙を使用する． 
 
３．原稿紙数 









の冒頭に * さらには** 印をつける． 





























  ａ．大項目 
    前後を１行あけ，行の中央に記載する． 
    原著論文の緒言（Introduction），材料（Materials），方法（Methods），結果（Results），考察（Discussion）， 
   註（Notes），引用文献（References）などが相当する例である． 
  ｂ．小項目 
    以下の順で使用する． 
    １．，２．…行の第１字目に記す． 
    １），２）…行の第２字目に記す． 
    ａ．，ｂ．…行の第２字目に記す． 
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 ９）図表 
ａ．表の作成 
図（写真を含む）および表は，図ごと，表ごとに，通し番号をつける．図表は，直接製版ができる完
全な原図として白黒で作成し，図表の幅は一段分の幅および二段分の幅のいずれかとする．  
 
ｂ．図表の配置と説明文 
図（写真を含む）および表は，原則として本文中に組み入れる．図のタイトルおよびその説明文は図
の下に入れ，表のタイトルは表の上に，その説明文は表の下に入れることを原則とする．図のタイトル
および説明文は，引用文献の後にまとめて記載することもできる． 
図表を本文中に組み入れることが困難な場合は，挿入箇所を余白にて示し，【図 1 挿入】のような表
示を余白内に入れる．それらの図表は，必ず一つずつ A4 版用紙に作成し，論文原稿の末尾に置く．図
表の邪魔にならない下部分に，筆頭者氏名，ランニングタイトル，通し番号を記載する．タイトルおよ
び説明文は引用文献の後にまとめて記載する． 
 
５．原稿等の提出 
１）提出物は，以下の通りとする． 
(1) 原稿正本：1部 
(2) 原稿コピー：1部 
表紙には，表題のみを記載し，著者名・所属およびその所在地等は記載しない． 
(3) Abstractのコピー：1部 
冒頭に表題のみを記載し，改行後，Abstractとキーワードを記載する． 
(4) 投稿票：1部 
(5) チェックリスト：1部 
 
２）電子メディアの提出 
和文，英文原稿ともに，編集委員会による受理後，コンパクトディスク等の電子メディアを提出する．
メディアには，筆頭者氏名，ランニングタイトル，作成OSおよびソフト名を明記する． 
原稿は原則としてMicrosoft Wordで作成し，一つのファイルとして提出する．図表を除いたテキスト
ファイルも作成し添付する．図表等で一つのファイルにまとめることができないときは，TIF，JPEG等
のファイル形式で保存したものを添付する． 
 
６．校正 
 校正は，原則として著者が行い，再校までとする．校正での訂正は，誤字と脱字を修正する程度にとどめ，
内容の変更や追加・削除，図表の変更は認めない．なお，校正原稿は編集委員会で定めた期日までに担当事
務局に返却する． 
 
 
 
